
よくわかる、

漁観連携の取り組み
ぎ ょ  か ん  れ ん  け い

鳥羽市観光協会　  25 ３０１９　鳥羽市・漁業と観光の連携促進事業（漁観連携）とは、
鳥羽の基幹産業である漁業と観光業が連携を図り、漁業
者と観光業者が抱える課題を出し合い、課題解決に向け
た取り組みを実施することで、漁業と観光、ひいては鳥
羽が元気になることを目的としています。

鳥羽磯部漁業協同組合　  25 ２３５８
観光課　  25 １１５５

農水商工課　  25 １１６７

vol.4

　

鳥
羽
は
海
女
さ
ん
が
日
本
一
多

い
ま
ち
で
す
が
、
近
年
、
海
女
が

主
に
収
穫
す
る
ア
ワ
ビ
の
漁
獲
量

は
著
し
く
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

漁
獲
量
減
少
の
対
策
と
し
て
、

Sス

パ

シ

ッ

プ

P
A
S
I
P
法
が
あ
り
ま
す
。

　

パ
ッ
チ
ン
カ
ゴ
に
ア
ワ
ビ
の
雌し

雄ゆ
う

を
入
れ
、
イ
カ
ダ
や
小
割
な
ど

に
つ
り
下
げ
る
こ
と
で
、
よ
り
多

く
の
産
卵
を
誘
発
す
る
可
能
性
が

あ
り
ま
す
。

ア
ワ
ビ
の

天
然
種
苗
調
査
事
業

　
S
P
A
S
I
P
法
を
実
施
す
る

こ
と
で
多
く
の
産
卵
誘
発
を
期
待

し
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
産
卵
増

加
の
効
果
が
得
ら
れ
た
の
か
を
検

証
す
る
す
べ
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し

た
。
そ
こ
で
今
回
新
た
に
、
カ
キ

養
殖
で
使
用
す
る
ホ
タ
テ
貝
の
コ

レ
ク
タ
ー
を
ア
ワ
ビ
向
け
に
改
良

し
、
禁
漁
区
な
ど
の
海
中
に
沈
め
、

コ
レ
ク
タ
ー
へ
の
ア
ワ
ビ
稚
貝
の

付
着
を
調
査
す
る
「
ア
ワ
ビ
の
天

然
種
苗
調
査
事
業
」
を
実
施
し
ま

し
た
。

　

本
事
業
は
、
天
然
種
苗
の
現
状

を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
稚
貝
の

生
存
率
の
向
上
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

種
苗
調
査
結
果

　
種
苗
調
査
に
は
市
長
、
副
市
長
、

漁
業
関
係
者
、
鳥
羽
市
観
光
協
会

長
、
鳥
羽
市
議
会
議
員
の
み
な
さ

ん
に
多
数
参
加
し
て
い
た
だ
き
、

メ
デ
ィ
ア
に
も
多
数
取
材
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

調
査
の
結
果
、
ア
ワ
ビ
稚
貝
の

付
着
は
確
認
で
き
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
多
く
の
か
た
に
関
心
を
持
っ

て
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
引
き
続
き
調
査
を
継
続
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
期
待
く
だ

さ
い
。

アワビの天然種苗調査方法

コレクター作成
��平成 29 年 11月、稚貝を付着させ
るコレクターを作成しました。

回収
平成 30 年 2 月、全てのコレクター

（約 4,500 枚）を回収しました。

コレクター完成
�1組75枚のホタテ貝3組（225枚）
を束ねたものです。

調査
稚貝の付着の有無を調査しまし
た。

コレクター投入
漁協 7 支所（各３か所）の海中へ
コレクターを投入しました。

検討会
調査結果や今後について会議を行
いました。

水 深 2m、6m、10m
の３パターンで調査を
実施

ア
ワ
ビ
増
殖
・
出
逢
い

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

H24S42 H24S42

252.7252.7252.7

151515

（トン）

3～4ｍ
海面

イカダ・小割など

Sea － farming Projects of 
Abalone Seed by Inducement　

in Pacchinkago

パッチンカゴを用いたアワビ
の産卵誘発による種苗放流

コレクター

海面

アワビ漁獲量の推移

※コレクター投入イメージ
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